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生徒のみなさんには、改修された学校施設を

大切に利用し、安心して勉強・運動などに

励んでいただきたいものです。

南海・東南海地震に備え、上板中学校から順次各学校耐震化事業に着手し、上板中学校校舎棟 ･　南海・東南海地震に備え、上板中学校から順次各学校耐震化事業に着手し、上板中学校校舎棟 ･ 管理棟の耐震化、管理棟の耐震化、

一部改修工事が完了しました。体育館は現在建築中でご迷惑をおかけしておりますが、卒業式に使用できるよう３月一部改修工事が完了しました。体育館は現在建築中でご迷惑をおかけしておりますが、卒業式に使用できるよう３月

上旬の完成を目指して雨の日も手を休めず工事を実施しております。上旬の完成を目指して雨の日も手を休めず工事を実施しております。

この事業は、学校校舎等の耐震診断結果に基づき、危険な建物を補強することにより地震に対して現在の建物基準　この事業は、学校校舎等の耐震診断結果に基づき、危険な建物を補強することにより地震に対して現在の建物基準

強度を確保し、毎日生活する生徒の安全を守るために、文部科学省の交付金事業として採択された事業です。まだ耐強度を確保し、毎日生活する生徒の安全を守るために、文部科学省の交付金事業として採択された事業です。まだ耐

震化の完了していない上板中学校特別教室棟・神宅小学校教室棟においても今後事業を実施していきます。震化の完了していない上板中学校特別教室棟・神宅小学校教室棟においても今後事業を実施していきます。

町財政厳しい中ではありますが、上板町の将来を担う子どもたちの安全確保の為、町の最重要課題と位置づけ、事　町財政厳しい中ではありますが、上板町の将来を担う子どもたちの安全確保の為、町の最重要課題と位置づけ、事

業を実施しております。これもひとえに町議会・学校教育関係者各位の深いご理解とＰＴＡ保護者各位・隣接住民の業を実施しております。これもひとえに町議会・学校教育関係者各位の深いご理解とＰＴＡ保護者各位・隣接住民の

ご協力があってこそであり、厚くお礼を申し上げるとともに今後尚一層のご協力をお願いします。ご協力があってこそであり、厚くお礼を申し上げるとともに今後尚一層のご協力をお願いします。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
希
望
の
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
国
政
に
お
い
て
は
、
政
権

交
代
と
い
う
大
き
な
変
革
が
あ
り
、

行
政
刷
新
会
議
の
仕
分
け
に
よ
り
事

業
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ま
た
、米
国
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
的
経
済
恐

慌
に
よ
り
国
内
で
も
デ
フ
レ
ス
パ
イ

ラ
ル
現
象
に
突
入
し
、
国
・
地
方
の

活
力
は
ま
す
ま
す
疲
弊
し
早
急
な
対

応
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

本
町
財
政
も
そ
の
影
響
を
大
い
に

受
け
、
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
下
に

あ
り
ま
す
。
徹
底
し
た
歳
出
削
減
を

図
り
、
徴
収
率
向
上
等
に
よ
る
歳
入

の
確
保
に
努
め
財
政
健
全
化
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

財
政
厳
し
い
と
き
こ
そ
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
状
況
に
即
し
た
効
率

的
・
効
果
的
︵
エ
コ
︶
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

本
年
の
重
要
事
業
と
し
て
、
ま
ず
、

子
育
て
支
援
の
充
実
と
教
育
環
境
の

整
備
で
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
妊

婦
や
高
校
生
相
当
年
齢
ま
で
の
子
ど

も
等
へ
の
費
用
負
担
の
軽
減
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で

き
る
よ
う
安
心
安
全
な
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
だ
と

考
え
ま
す
。
上
板
中
学
校
体
育
館
の

改
築
は
年
度
内
完
成
を
め
ざ
し
工
事

を
進
め
て
お
り
、
工
事
完
了
済
み
の

上
板
中
学
校
校
舎
棟
・
管
理
棟
耐
震
・

改
修
工
事
を
は
じ
め
、
町
内
各
学
校

の
耐
震
・
改
修
工
事
に
も
順
次
と
り

か
か
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

住
民
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
学
校

以
外
に
も
消
防
車
両
と
食
料
備
蓄
を

兼
ね
備
え
た
大
山
消
防
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
西
分
地
区
に
建
設

中
で
あ
り
、
古
く
な
っ
た
消
防
自
動

車
の
買
い
換
え
、
避
難
場
所
の
確
保

等
、
防
災
施
設
・
備
蓄
品
の
設
備
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
遊
林
農
地
・
耕
作
放
棄
地

の
な
い
農
村
作
り
で
す
。
五
年
後
十

年
後
も
上
板
町
が
緑
豊
か
な
豊
穣
の

地
で
あ
る
た
め
に
、
ま
た
、
次
世
代

に
農
地
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
地
域

住
民
・
農
家
・
Ｊ
Ａ
・
行
政
が
連
携

し
て
、
本
町
の
実
情
に
合
っ
た
集
落

営
農
組
合
の
組
織
作
り
に
取
り
組
み
、

運
営
方
法
に
つ
い
て
共
に
考
え
行
動

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
十
一
世
紀
は
環
境
と
人
権
が
最

大
の
問
題
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
活
環
境
の
整
備
保
全
と

し
て
の
取
り
組
み
で
す
。
神
宅
団
地

の
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
工
事
は
今

年
度
中
に
完
了
予
定
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
に
よ
り
公
共
水
域
の
水
質
が
改

善
さ
れ
、
団
地
を
は
じ
め
周
辺
地
域

の
環
境
が
改
善
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
見

据
え
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
、
緑

の
カ
ー
テ
ン
に
よ
る
夏
場
の
防
暑
対

策
、
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
の
強
力
推
進

等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
人
権
問
題
で
す
。
部
落
差

別
問
題
を
は
じ
め
、
現
存
す
る
障
害

者
・
高
齢
者
・
女
性
等
に
対
す
る
様
々

な
人
権
問
題
の
解
決
が
大
切
で
あ
り

ま
す
。
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
ブ
ロ
グ

や
掲
示
板
へ
の
書
き
込
み
で
多
く
の

子
ど
も
た
ち
の
心
が
傷
つ
け
ら
れ
、

時
に
は
命
ま
で
失
う
よ
う
な
事
に
も

な
り
か
ね
ず
、
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
法
の
規
制

を
求
め
る
と
同
時
に
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
・
行
政
が
連
携
し
積
極
的
に
問

題
解
決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
い
つ
の
世
に
お
い
て
も
、
人
の

心
を
理
解
し
、
相
手
の
気
持
ち
を
尊

重
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

国
も
地
方
も
非
常
に
厳
し
く
経
済

が
混
沌
と
し
て
い
る
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
将
来
を
展
望
し
た
人
材
の

育
成
と
人
的
活
用
を
重
視
し
、
徹
底

し
た
歳
出
の
見
直
し
と
無
駄
を
省
き
、

常
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
念

頭
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
所
存

で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
健
康
に

十
分
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
今
年

一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
ま
た
上

板
町
に
と
っ
て
も
良
い
一
年
に
な
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
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長
新
年
の
ご
あ
い
さ
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ

上　

板　

町　

長　

納　

田　

伸　

春　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

  
皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
町
行
政
並
び
に
議
会
活

動
に
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  
昨
年
は
、
衆
議
院
の
総
選
挙
で
三

〇
八
議
席
を
獲
得
し
た
民
主
党
が
、

自
民
・
公
明
両
党
か
ら
の
政
権
交
代

を
実
現
し
、﹁
政
治
を
国
民
の
手
に
取

り
戻
し
て
い
く
﹂
と
宣
言
し
た
新
政

権
が
船
出
を
し
た
激
変
の
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
に
対
応

す
る
た
め
の
、﹁
子
ど
も
手
当
﹂
や
年

金
制
度
の
抜
本
的
改
革
、
ガ
ソ
リ
ン

税
の
暫
定
税
率
の
廃
止
、
高
速
道
路

の
無
料
化
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償

制
度
の
導
入
な
ど
、
目
玉
政
策
の
実

現
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
推
移
を
慎
重

に
見
守
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
に
於
い
て
も
、
地
方

分
権
化
時
代
を
向
か
え
、
一
人
ひ
と

り
の
議
員
が
十
分
に
力
を
発
揮
し
、

時
代
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

少
子
高
齢
化
、医
療
・
介
護
、環
境
、教

育
、
不
況
の
影
響
等
々
、
山
積
し
て

お
り
ま
す
課
題
に
、
議
会
と
行
政
が

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
を
、

再
確
認
し
合
い
、
職
責
を
全
う
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  
上
板
町
で
生
活
を
し
て
い
る
誰
も

が
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

町
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指

し
て
、
議
会
の
権
能
を
十
分
に
果
た

せ
る
よ
う
努
め
る
と
共
に
、
こ
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
子
ど
も
た
ち
や
そ

の
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
住
環
境
の
保
全
、
地
域
社
会
の

再
生
と
い
う
大
き
な
課
題
を
達
成
す

る
た
め
、
関
係
機
関
と
相
ま
っ
て
最

大
の
効
果
が
上
が
る
よ
う
町
民
の
皆

様
方
と
一
緒
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
今
年
も
、
町
民
皆
様
方
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本

年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
幸
せ

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

上
板
町
議
会
議
長　

前　

田　

忠　

道　
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第１６４号（3）　平成２２年１月１日

　平成11年5月31日に結成されたメンタルヘルスボラン

ティアたんぽぽは、今年で 10 年目を迎えました。心を病

む人もそうでもない人も一緒に幸せに暮らしていける地域

づくりを支援する会です。町民の心の健康を増進し、また

心の病について理解を深めるため、現在２３名の方が次の活

動を行っています。

①ソーシャルクラブ上板（精神障害者の社会復帰のための

会）やアトリエいちょう（障害者の集いの場）へ参加し

て障害者との交流を深めています。

②会員の研修や交流のための定例会を開催しています。

③その他、障害者への支援活動を行っています。

　その功績が認められ、１１月５日の精神保健福祉展の場に

おいて徳島県精神保健福祉協会から表彰されました。入会しボランティア活動を行ってみたいと思われる方は、

福祉保健課６９４−６８１０へお問い合わせください。入会金は、１,０００円です。メンタルヘルスボランティアの活

動の輪が広がり上板町の心を病む人もそうでない人も地域で当たり前に生活できる事を望みます。

◎
平
成
二
十
一
年
第
三
回
定
例
会
の

概
要

　

第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
十
五
日

か
ら
九
月
十
八
日
ま
で
の
四
日
間
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
納
田
町
長
が
町
政

に
取
り
組
む
所
信
と
行
政
改
革
の
推

進
、
環
境
問
題
、
農
業
問
題
、
耐
震

問
題
、
教
育
問
題
、
人
権
問
題
、
財

政
問
題
な
ど
当
面
す
る
町
政
の
重
要

課
題
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
行
財
政
改
革
、

徴
収
率
の
向
上
対
策
、
農
業
問
題
、

環
境
問
題
、
耐
震
問
題
、
教
育
問
題
、

な
ど
が
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

︵
議
員
九
名
か
ら
一
般
質
問
︶

　

町
長
提
出
議
案
二
十
一
件
が
、
可

決
、
認
定
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
提
案
五
件
の
内
、
三
件
が
可

決
、
二
件
が
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

　

第
三
回
定
例
会
提
出
議
案
の
協
議

を
行
な
う
。

◎
平
成
二
十
一
年
第
四
回
臨
時
会
の

概
要

　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
四
日

　

町
長
提
出
議
案
四
件
が
可
決
さ
れ
、

議
員
提
案
一
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

上
板
町
議
会
だ
よ

上
板
町
議
会
だ
よ
り

上
板
町
議
会
だ
よ
り

　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
付
け

で
、
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
に
初

当
選
以
来
、
現
在
も
上
板
町
議
会
議

員
と
し
て
本
町
発
展
の
た
め
に
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
栄
え
あ
る
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

松
田
氏
の
受
章
を
称
え
る
と
と
も

に
、
今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

松　田　　　清　氏

　

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
八
日
徳

島
県
郷
土
文
化
会
館
に
お
い
て
在
宅

介
護
功
労
者
県
知
事
表
彰
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
義
母
が
病
で
倒
れ
寝
た

き
り
と
な
っ
て
か
ら
、
四
年
以
上
の

間
つ
き
き
り
で
献
身
的
な
介
護
を
続

け
た
こ
と
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

塩
田
氏
の
表
彰
を
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
ご
健
康
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。　

　

旭
日
双
光
章
受
章
︵
地
方
自
治
功
労
︶

塩　田　悦　子　氏

　

在
宅
介
護
功
労
者
県
知
事
表
彰　

　

山
田
氏
は
、
健
康
保
険
鳴
門
病
院

に
勤
務
さ
れ
、
検
査
部
お
よ
び
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
技
師
長
を
務
め
、
徳

島
県
を
は
じ
め
四
国
臨
床
検
査
技
師

会
会
長
、
日
本
臨
床
検
査
技
師
会
各

種
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
床
検
査
の
学
会
長
、
研
修
会
講

師
、
講
演
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、

臨
床
検
査
技
師
の
指
導
育
成
、技
術
・

知
識
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

山
田
氏
の
受
章
を
称
え
る
と
と
も

に
、
今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

山　田　勝　征　氏

　

瑞
宝
単
光
章
受
章
︵
保
健
衛
生
功
労
︶

メンタルヘルスボランティアたんぽぽをご存知ですか？メンタルヘルスボランティアたんぽぽをご存知ですか？



第１６４号 平成２２年１月１日　（4）

　

去
る
十
月
三
十
一
日︵
土
︶、
小
松

島
市
ミ
リ
カ
ホ
ー
ル
で
東
と
く
し
ま

小
学
生
俳
句
大
会
の
表
彰
式
を
行
い
、

同
六
日︵
金
︶ま
で
入
賞
作
品
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
俳
句
大
会
は
、

上
板
町
等
十
二
市
町
村
で
つ
く
る
徳

島
東
部
市
村
懇
話
会
の
事
業
と
し
て

前
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

上
板
町
で
は
、
小
学
校
五
・
六
年

を
対
象
に
俳
句
を
募
集
し
、
上
板
町

俳
句
講
座
の
代
表
等
が
上
板
町
長
賞

一
句
・
上
板
町
教
育
長
賞
一
句
・
入
選

八
句
の
合
計
十
句
を
選
考
し
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
ま
し
た
の
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
上

板

町

長

賞

 
日
焼
け
し
た
顔
が
そ
ろ
う
よ
新
学
期 

松
島
小
学
校　

五
年　
 

七  
條 　
 

敦  
弥 

し
ち 
じ
ょ
う 

あ
つ 

や

　
上
板
町
教
育
長
賞

 
コ
ス
モ
ス
が
風
に
ゆ
ら
れ
て
ほ
ほ
え
ん
だ 

高
志
小
学
校　

六
年　
 

戸  
田 　
 

彩  
加 

と 

だ 

あ
や 

か

　
入　
　
　
　
　

選

 
秋
の
空
夕
日
が
真
っ
赤
に
燃
え
て
い
る 

東
光
小
学
校　

五
年　
 

中  
村 　

も
も

な
か 
む
ら

 
ぬ
ぎ
捨
て
た
せ
み
の
ぬ
け
が
ら
木
の
枝
に 

東
光
小
学
校　

六
年　
 

赤  
澤 　
 

裕  
也 

あ
か 
ざ
わ 

ゆ
う 

や

 
白
球
を
追
い
か
け
過
ぎ
ゆ
く
夏
休
み 

東
光
小
学
校　

六
年　
 

高  
田 　
 

浩  
平 

た
か 

た 

こ
う 
へ
い

 
ふ
う
り
ん
が
な
る
と
同
時
に
せ
み
も
鳴
く 

松
島
小
学
校　

五
年　
 

先  
田 　
 

圭  
吾 

さ
き 

た 

け
い 

ご

 
明
る
く
て
勇
気
を
く
れ
る
ヒ
マ
ワ
リ
だ 

松
島
小
学
校　

六
年　
 

清  
水  
満  
喜  
子 

し 

み
ず 

ま 

き 

こ

 
か
ぜ
に
ゆ
れ
す
す
き
が
み
ん
な
た
の
し
そ
う 

高
志
小
学
校　

五
年　
 

板  
東 
ゆ
り
な

ば
ん 
ど
う

 
秋

風

に

せ

な

か

お

さ

れ

る

運

動

会 

高
志
小
学
校　

六
年　
 

泊 　
　
 

奈  
央 

と
ま
り 

な 

お

 
帰

り

道

空

に

は

大

き

な

い

わ

し

雲 

高
志
小
学
校　

六
年　
 

杢  
保 　
 

果  
穂 

も
く 

ぼ 

か 

ほ

◆
中
学
生
・
作
文
の
部

　

税
金
に
支
え
ら
れ
て

上
板
中
学
校　

三
年　

山
下　

千
晶

　

税
金
の
使
わ
れ
方

上
板
中
学
校　

三
年　

鈴
田　

陽
平

◆
小
学
生
・
作
文
の
部

　

大
切
な
税
金　

神
宅
小
学
校　

六
年　

出
葉　

優
花

　

ぼ
く
と
税
金

東
光
小
学
校　

五
年　

大
塚　

和
奈

　

み
ん
な
の
税
金

松
島
小
学
校　

六
年　

鈴
田
日
向
子

◆
感
謝
状
贈
呈
校

　

高

志

小

学

校

平
成
二
十
一
年
度 

税
に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

　

去
る
十
一
月
十
三
日
、
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
行
事
の
一
環
と
し
て
、

板
野
西
部
消
防
署
主
催
に
よ
る
、
松

島
小
学
校
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
と

金
管
バ
ン
ド
及
び
本
町
消
防
団
︵
合

計
約
百
名
︶
参
加
の
火
災
予
防
パ
レ

ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
島
小

学
校
を
出

発
し
、
校

区
内
約
二

キ
ロ
を
行

進
し
、
火

災
予
防
意

識
の
高
揚

と
地
域
住

民
の
安
全

を
願
い
ま

し
た
。

火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
実
施

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
行
事
の

一
環
と
し
て
、
去
る
十
一
月
九
日
、

上
板
町
消
防
団
︵
中
川　

直
団
長
︶

に
よ
る
町
内
一
円
で
の
火
災
予
防
パ

レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
六
分
団
よ
り
団
員
二
十
六
名

と
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
六
台
が
参
加

し
、
午
後
六
時
三
十
分
よ
り
役
場
前

で
出
発
式
を
行
っ
た
あ
と
、
約
二
時

間
を
か
け
て
町
内
を
巡
回
し
、﹁
火
災

予
防
﹂
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

秋
季
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド

　

去
る
十
月
十
七
日
﹁
み
ん
な
で
つ

く
ろ
う
安
心
の
ま
ち
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
全
国
地
域
安
全
運
動
の
一
環

と
し
て
、
上
板
町
防
犯
推
進
委
員
協

議
会
︵
前
田
忠
道
会
長
︶
に
よ
る
、

防
犯
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
高
志
小
学
校
の
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
バ
ン
ド
と
四
・
五
・
六
年

生
の
参
加
に
よ
り
高
志
小
学
校
を
出

発
し
、
校
区
内
約
一
・
六
キ
ロ
を
行

進
し
、
地
域
の
安
全
と
防
犯
意
識
の

向
上
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
同
協

議
会
役
員
に
よ
り
町
内
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東

と

く

し

ま

小

学

生

俳

句

大

会

防
犯
パ
レ
ー
ド
実
施

子どもを虐待から守るために

　児童虐待は子どもの人権を著しく侵害し、心身の成長と人格

の形成に重大な影響を与えるとともに、次世代に引き継がれる

恐れもあります。

　「虐待を受けたと思われる子ども」を見つけたときや、ご自

身が出産や子育てに悩んだときには、こども女性相談センター

や役場福祉保健課の窓口に相談（通告）してください。相談内

容や連絡した人が特定されないように秘密は守ります。

児童相談所全国共通ダイヤル
（お住まいの地域の児童相談所等に電話をつないでくれます。）

０５７０−０６４−０００

上 板 町 役 場 福 祉 保 健 課：088−694−6810
こども女性相談センター（旧中央児童相談所）：088−622−2205

「あなた」からのこども女性相談センターや役場福祉保健課へ
の連絡が、子どもを虐待から守るための大きな一歩となります。

「虐待を受けたと思われる子ども」がいた時の連絡先



第１６４号（5）　平成２２年１月１日

　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二
日
に

平
成
二
十
一
年
度
ハ
ン
セ
ン
病
回
復

者
一
泊
里
帰
り
事
業
の
一
環
と
し
て
、

徳
島
県
ハ
ン
セ
ン
病
支
援
協
会
・
徳

島
県
の
共
催
に
よ
り
県
民
と
の
交
流

会
が
上
板
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

香
川
、
岡
山
両
県
の
国
立
ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
に
入
所
し
て
い
る
県
出

身
の
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
十
人
が
本

町
を
訪
れ
住
民
と
交
流
を
図
り
ま
し

た
。

　

交
流
会
に
は
町
及
び
板
野
郡
内
の

団
体
か
ら
約
七
十
人
の
参
加
が
あ
り
、

回
復
者
か
ら
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
翻
弄

さ
れ
た
人
生
や
現
在
の
生
活
な
ど
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

回
復
者
の
体
験
談
に
真
剣
な
表
情
で

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
に
は
上
板
町
婦
人
会

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
郷
土
料
理
も
振

る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
十
一
月
八
日
に
町
民
の
健
康

増
進
を
目
的
に
国
民
健
康
保
険
事
業

第
十
八
回
歩
け
歩
け
大
会
が
上
板
町

歩
こ
う
会
の
ご
協
力
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
午
前
八
時
二
十
分
上
板

町
役
場
を
出
発
、
五
番
地
蔵
寺
、
愛

染
院
を
経
て
役
場
に
帰
る
約
九
㎞
の

コ
ー
ス
を
参
加
者
約
三
十
名
が
生
き

生
き
と
歩
き
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天

に
恵
ま
れ
参
加
者
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク

に
よ
り
寒
気
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
た
。

　平成２１年１１月２２日（日）・２３日

（月）の二日間、上板町文化協会主催

による上板町文化祭が開催されまし

た。芸能・展示・バザー等のプログ

ラムが、町民皆様のご協力とご参加

により、盛況のうちに終了できまし

たことに御礼を申し上げます。

　

第
十
八
回

第
十
八
回　

歩歩

け

歩

け

大

会

け

歩

け

大

会

　
　
平
成
二
十
一
年
度

　
　

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
と
県
民
と
の
交
流
会

　

﹃﹁
人
権
尊
重
﹂
と
﹁
平
和
の
町
﹂
か
み
い
た
を
め
ざ
し
て
﹄

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
人
権
週
間
の
恒
例
行
事
、
上
板
町
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
内
全
幼
稚
園
の
園
児
、
全
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
に
よ
る
人
権
作
品
の
展
示
や
人
権
劇
・
人
権
意

見
作
文
の
発
表
が
あ
り
、
日
頃
の
学
校
教
育
で
の
人

権
学
習
の
成
果
が
見
事
に
披
露
さ
れ
、
参
加
者
に
大

き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
大
き
く
趣
向
を
変
え
、
司
会
進
行
は
六
名

の
上
板
中
学
校
生
徒
会
役
員
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、

上
板
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
開
会
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
で
華
や
か
に
幕
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、﹁
上
板

町
中
央
公
民
館
手
話
講
座
﹂
の
皆
さ
ま
の
手
話
と
、

﹁
徳
島
県
筆
記
通
訳
者

協
会
上
板
支
部
あ
い
﹂

の
皆
さ
ま
の
要
約
筆
記

に
よ
る
通
訳
な
ど
、
新

た
な
試
み
が
多
数
盛
り

込
ま
れ
、
参
加
者
の
皆

さ
ま
か
ら
も
高
く
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
権
問
題
講
演
会
で

は
、
部
落
解
放
同
盟
中

央
執
行
委
員
長　

組
坂

繁
之
氏
を
お
招
き
し
、

﹁
人
権
・
平
和
・
環
境

の
時
代
へ
﹂
と
題
し
て

行
わ
れ
、﹁
人
権
教
育
は
知
識
で
は
な
く
、
心
で
い
か

に
理
解
し
て
い
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
﹂﹁
個
々
の
人

権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
同
和
問
題
を
柱
と

し
た
取
組
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
い
か
に
人
権
問
題

を
自
分
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
引
き
つ
け
て
、
一
人
ひ

と
り
が
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
。
﹂な

ど
の
内
容
で
、
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
じ
さ
い
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
合
唱
で
は
﹁
さ
く
ら
﹂

﹁
わ
た
し
と
小
鳥
と
鈴
と
﹂
﹁
手
紙
﹂
が
披
露
さ
れ
、

美
し
い
歌
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
約
四
〇
〇
名
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
参
加

者
の
皆
さ
ま
、
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
方
々
に
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2009上板町人権フェスティバル開催される2009上板町人権フェスティバル開催される 12月６日
（日）
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第
二
十
九
回
上
板
町

親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会　

　

親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
昨

年
九
月
二
十
五
日︵
金
︶に
わ
か
ば

パ
ー
ク
ド
ー
ム
に
お
い
て
、
七
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
眼
差

し
で
プ
レ
ー
し
な
が
ら
、
健
康
的
な

汗
を
流
し
、
親
睦
を
一
層
深
め
て
い

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優　

勝　
　

椎　

本
チ
ー
ム

◇
準
優
勝　
　

大
山
東
チ
ー
ム

◇
第
三
位　
　

神
宮
寺
チ
ー
ム

　

平
成
二
十
一
年
度
秋
季
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
昨
年
十
月

九
日︵
金
︶か
ら
三
日
間
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
町
内
六
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
際
と

マ
ッ
ク
ス
ボ
ー
イ
ズ
の
対
戦
と
な
り
、

試
合
を
優
位
に
進
め
た
レ
ス
ト
ラ
ン

際
が
、
見
事
、
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優　

勝　

レ
ス
ト
ラ
ン
際

◇
準
優
勝　

マ
ッ
ク
ス
ボ
ー
イ
ズ

◇
第
三
位　

弁
慶
ク
ラ
ブ

　

秋
季
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

　

平
成
二
十
一
年
度
町
内
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
が
、
昨
年
十
月
十
八
日

︵
日
︶フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
五
十
名
が
参

加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
の
部

◇
優　

勝　

�　

原　

新　

一

　
　
　
　
　

高　

畑　

博　

之　

組

◇
準
優
勝　

廣　

澤　

直　

人

　
　
　
　
　

松　

本　

広　

大　

組

◇
第
三
位　

三　

倉　

幸　

夫

　
　
　
　
　

藤　

本　

照　

香　

組

中
学
生
の
部

◇
優　

勝　

岡　
　
　

駿　

斗

　
　
　
　
　

堂　

本　

晃　

平　

組

◇
準
優
勝　

長　

坂　

克　

己

　
　
　
　
　

山　

下　

勝　

也　

組

◇
第
三
位　

近　

藤　

貴　

弥

　
　
　
　
　

板　

東　

卓　

哉　

組

町
内
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　

昨
年
十
月
二
十
五
日︵
日
︶
に
平
成

二
十
一
年
度
板
野
マ
ラ
ソ
ン
大
会

︵
板
野
郡
体
育
協
会
主
催
︶
が
上
板

町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

高
校
生
男
子
の
部
︵
８
㎞
︶

◇
第
三
位

　

影
山　

航
大
︵
阿
波
高
校
二
年
︶

　

記
録
︵
三
十
分
四
十
八
秒
︶

一
般
男
子
の
部
︵
８
㎞
︶

◇
第
二
位

　

藤
原　

康
至
︵
徳
島
Ａ
Ｃ
︶

　

記
録
︵
二
十
六
分
五
十
六
秒
︶

◇
第
三
位

　

武
知　

聖
也
︵
寺
内
製
作
所
︶

　

記
録
︵
二
十
七
分
十
二
秒
︶

　

板
野
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

平
成
二
十
一
年
度
町
内
硬
式
テ
ニ

ス
大
会
が
、
昨
年
十
一
月
一
日︵
日
︶

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
約
三
十
名
の
参
加
者

は
、
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
快
い
汗
を
流

し
な
が
ら
、
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て

い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優　

勝　

小　

原　

克　

己

　
　
　
　
　

新　

見　

政　

一　

組

◇
準
優
勝　

中　

北　

禎　

久

　
　
　
　
　

柏　

岡　

直　

樹　

組

◇
第
三
位　

真　

田　
　
　

進

　
　
　
　
　

柏　

木　

正　

照　

組

　

町
内
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

上
板
町
体
育
協
会
等
主
催

行
事
の
ご
案
内

▽
町
内
卓
球
大
会

　

一
月
二
十
四
日
︵
日
︶
予
定

▽
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
大
会

　

二
月
十
一
日︵
木
︶予
定

▽
町
体
育
協
会
表
彰
式

　

二
月
二
十
一
日︵
日
︶予
定

︵
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。︶
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昨
年
十
一
月
八
日︵
日
︶に
第
四
十

六
回
板
野
郡
町
対
抗
駅
伝
大
会
︵
板

野
郡
体
育
協
会
主
催
︶
が
上
板
町
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
回
コ
ー
ス
︵
七

区
間
・
二
十
四
㎞
︶
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
上
板
町
チ
ー
ム
は
、
選

手
一
人
一
人
が
持
て
る
力
を
十
分
に

発
揮
し
、
一
時
間
十
九
分
九
秒
で
た

す
き
を
ゴ
ー
ル
ま
で
つ
な
ぎ
見
事
十

年
ぶ
り
に
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

上
板
町
チ
ー
ム
の
健
闘
を
称
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

○
監　

督

　

切
原　

宏
和

︵
徳
島
科
学
技
術
高
等
学
校
︶

○
コ
ー
チ

　

梯　
　

泰
三 

︵
上
板
中
学
校
︶

○
選　

手

　

新
開　

優
也 

︵
美
馬
中
学
校
︶

　

藤
原　

康
至 

︵
徳

島

Ａ

Ｃ
︶

板
野
郡
町
対
抗
駅
伝
大
会

　

梶
本　

知
宏︵
上
板
中
学
校
三
年
︶

　

影
山　

航
大︵

阿
波
高
等
学
校
二
年
︶

　

新
開　

智
礼

︵
徳
島
科
学
技
術
高
等
学
校
二
年
︶

　

武
知　

聖
也 

︵
寺
内
製
作
所
︶

　

正
木　

一
平

︵
広
島
工
業
大
学
二
学
年
︶

　

作
本　
　

匠 

︵
徳
島
刑
務
所
︶

　

平
成
二
十
一
年
度
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
競
技
会
が
、
昨
年
十
二
月
四
日

︵
金
︶に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園

で
約
六
十
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
寒
さ
も
忘
れ
一

打
ご
と
に
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優　

勝　

三
木　

房
子　

◇
準
優
勝　

多
田　

博
一

◇
第
三
位　

森
�　

俊
代

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
会

�

�

�

�

������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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　高齢者の尊厳の保持にとって高齢者に対する虐待を防止することが極めて重要であることから、高齢者虐待の

早期発見・早期対応を図るとともに、養護者の支援を行いその負担の軽減を図ることとしています。

（高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律より）

　この法律では、６５歳以上の者に対する養護者および養介護施設従事者等による虐待を高齢者虐待とし、次のよ

うな行為を虐待と定義しています。

高齢者虐待防止法による高齢者虐待の定義

定　　　　　　　　　義区　　　分

高齢者の身体に外傷が生じ、または生じるおそれのある暴行を加えること。身 体 的 虐 待

高齢者を衰弱させるような著しい減食、長時間の放置、養護者以外の同居人による虐

待行為の放置など、養護を著しく怠ること。
介護・世話の放棄・放任

高齢者に対する著しい暴言または著しく拒絶的な対応その他の高齢者に著しい心理的

外傷を与える言動を行うこと。
心 理 的 虐 待

高齢者にわいせつな行為をすることまたは高齢者をしてわいせつな行為をさせること。性 的 虐 待

養護者または高齢者の親族が当該高齢者の財産を不当に処分することその他当該高齢

者らの不当に財産上の利益を得ること。
経 済 的 虐 待

　このような虐待を受けたと思われる高齢者を発見した者は、速やかに、町に通報するよう努めなければならな

いとされており、特に、高齢者の生命または身体に重大な危険が生じている場合には、速やかに通報しなければ

なりません。（虐待を受けた高齢者本人の場合は、町に対する届出。）

　また、高齢者虐待を未然に防止するためには、高齢者自身の悩みや養護者の介護上の不安・不満等を解消、軽

減することが大切ですので、介護や高齢者虐待に関する御相談については、

上板町包括支援センター　電話６９４−５５９７　までご連絡ください
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募集学科・定員◆生産技術科２０名、電子情

報技術科３０名、住居環境科２０名

応募資格◆高等学校を卒業した者（３月卒業

見込み者を含む）

入試科目◆数学（数学Ⅰ）、英語（英語Ⅰ）

願書受付◆平成２２年１月１９日（火）〜１月２８

日（木）（消印有効）

試験日◆平成２２年２月４日（木）

合格発表◆平成２２年２月１７日（水）

お問い合わせ◆

四国職業能力開発大学校　学務課

〒７６３−００９３　香川県丸亀市郡家町３２０２番地

℡０８７７−２４−６２５５

　放送大学では、平成２２年度第１学期（４

月入学）の学生を募集しています。放送大学は、

テレビなどの放送を利用して授業を行う通信

制の大学です。心理学・福祉・経済・歴史・

文学・自然科学など、幅広い分野を学べます。

出願期間◆平成２２年２月２８日まで

資料請求先◆放送大学徳島学習センター

℡０８８−６０２−０１５１

　ＮＨＫ学園では、生涯学習通信講座の受講

者を募集しています。まずは、無料の案内書

をご請求ください。

募集内容◆生涯学習通信講座

（趣味から資格まで全２００コース以上）

募集期間◆生涯学習通信講座　通年申込受付

お問い合わせ◆ＮＨＫ学園

℡０４２−５７２−３１５１（代表）

案内書請求フリーダイヤル　０１２０−０６−８８８１

　国立大学法人等職員採用試験のお知らせ　

中国・四国地区国立大学法人等職員採用試験の試験案内の配布が始まりました。

�受 験 資 格：昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれた者

�受 付 期 間：4 月 1 日（木）〜 4 月 9 日（金）

�第一次試験日：5 月 16 日（日）

詳しくはホームページをごらんください。http://home.hiroshima-u.ac.jp/jinji/shiken/

問い合わせ先　中国・四国地区国立大学法人等職員採用試験実施委員会

　　　　　　　採用試験事務室　℡ 082 − 424 − 5616

募　 　 集

四国職業能力開発大学校
平成２２年度学生募集

放送大学４月生募集

ＮＨＫ学園受講者募集中

【ご融資額】
学生・生徒１人あたり300万円以内

【利　　率】
年2.65％（固定金利、平成21年11月10日現在）

※平成20年10月からご利用いただける方の年収
　上限額が変更となりました。

詳しくは教育ローンコールセンター
又は最寄の支店（国民生活事業）へ

0 5 7 0 − 0 0 8 6 5 6
ハローコール

※日曜日、祝日、年末年始は
　ご利用いただけません。

受付時間

月〜金／９〜２１時
土曜日／９〜１７時

（注）
１全国から市内通話料金でご利
　用いただけます。
２お客さまが加入されている電
　話でご利用いただけない場合
　は、（03）5321−8656におかけ
　ください。

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」が

サポート

募集要項は次のとおりです。

《事 務 補 佐 員 等》　資　格　　運転免許を有する者

　　　　　　　　　　任用期日において６５歳未満の者

《衛生作業員・送迎バス運転員》

　　　　　　　　　　資　格　　運転免許（保育所は大型免許）を有する者

　　　　　　　　　　任用期日において６５歳未満の者

《嘱託保育士・幼稚園助教諭》

　　　　　　　　　　資　格　　保育士資格又は幼稚園教諭免許を有する者

　　　　　　　　　　任用期日において５５歳未満の者

《看　　護　　師》　資　格　　看護師免許又は准看護師免許を有する者

　　　　　　　　　　任用期日において５５歳未満の者

《調理師・栄養士》　資　格　　調理師又は栄養士の資格を有する者

　　　　　　　　　　任用期日において６５歳未満の者

◎登 録 申 込 み

　市販の履歴書を役場総務課へ提出してください。

　※運転員・嘱託保育士・助教諭・看護師・調理師等については、資格証等の写

しを添付のこと。

◎申 込 期 間　　１月４日（月）〜 １月２９日（金）

◎採 用 方 法　　書類選考及び面接

◎お問い合わせ　　上板町役場総務課 （℡６９４−６８０１）

★平成２１年度中に臨時職員として採用・登録された方も平成２２年度は新たに

登録してください。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員のののののののののののののののののののの登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者をををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集平成２２年度上板町臨時・嘱託職員の登録者を募集

上板町において臨時・嘱託職員が必要な場合に、

登録者の中から臨時的に採用します。

　平成 22 年度にさくら保育所へ乳幼児の入所を希望される保護者の方は、

早急に入所申込書をさくら保育所へ提出してください。入所申込書は、さく

ら保育所又は役場福祉保健課にあります。

　また、年度途中での入所を希望される方も、今回に申込書を提出してください。

　入所の基準は、保護者が次のいずれかの事情により児童を保育できないと

認められる場合です。

　①　保護者が常に労働している。

　②　保護者が妊娠中又は出産後間がない。

　③　保護者が疾病にかかり、若しくは負傷している。

　④　長期にわたり疾病の状態にある同居の親族を常時介護している。

　⑤　震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっている。

　入 所 対 象 児　満６ヶ月児から３歳児まで（平成１８年４月２日以降に生まれたもの）

　受 付 期 間　１月４日から１月８日まで

　お問い合わせ　上板町立さくら保育所　上板町西分字日吉前２０−１

　　　　　　　　℡６９４−８１８０

平成 22 年度　さくら保育所入所申込み受付
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　成人の日、それは大人になったことを自覚

し、自ら生き抜こうとする成年を励ますため

の祝日です。上板町では、この趣旨によって、

次のとおり成人式を実施いたします。

日時◆平成２２年１月２日（土）

午前９時３０分受付　午前１０時開始

会場◆上板町役場２階　中央公民館　大会議室

該当者◆平成元年４月２日〜平成２年４月１

日までに生まれた方

お問い合わせ◆

上板町教育委員会　℡６９４−６８１４

※当日の服装は自由としますが、派手になら

ないようにしてください。当日はたいへん

混雑が予想されます。出席される皆さまは

時間に余裕を持ってお越しいただき、必ず

受付を済ませてください。受付名簿により

後日、記念写真（無料）を送付いたします。

　国のがん対策の推進として「女性特有のが

ん検診推進事業」を実施しています。一定の

年齢に達した女性に対し、子宮頸がん及び乳

がん検診の無料クーポンを配布しています。

検診は平成２２年３月３１日までとなっており

ます。まだ、クーポン券を使われてない方は

お早めに受診しましょう。

＜無料クーポン対象年齢＞

�子宮頸がん検診（平成２１年４月１日現在年齢）

�乳がん検診（平成２１年４月１日現在年齢）

　平成２０年度より４０歳〜７４歳の方を対象

に「特定健診・特定保健指導」を行っていま

す。

　お手元に送付してあります特定健康診査の

受診券の有効期限は２０１０年（平成２２年）

２月２８日までとなっております。まだ、受

診をされていない方はお早めに受診してくだ

さい。

お問い合わせ◆税務課　℡６９４−６８０７

　たくさんの絵本を載せたキャラバンカーが

来館し、積載した絵本やキャラバンカーを見

て楽しんでもらった後に、大型紙芝居又は絵

本読み聞かせの「おはなし会」を行います。

場所◆人権センター駐車場及び２階大会議室

日程◆平成２２年１月３１日（日）　

１４：３０〜　キャラバンカー見学

１５：０５〜１５：３５　おはなし会（大型紙芝居）

お問い合わせ◆

人権センター　℡６９４−３０２０

受付期間◆平成２２年２月１日（月）〜３月３１

日（水）必着

有効期間◆平成２２年４月１日から１年間（平

成２２年度）

提出場所◆中央広域環境施設組合（郵送でも

受け付けます。）

種類◆建設工事関係、測量・建設コンサルタ

ント関係、運搬関係（一般貨物運送事業許可

業者）、物品の製造、買入れ、売払い、役務提

供関係

提出先◆〒７７１−１４０２

徳島県阿波市吉野町西条字藤原７０−１

中央広域環境施設組合　管理者　野崎　國勝

お問い合わせ◆中央広域環境施設組合

中央広域環境センター業務課

℡（０８８）６３７−７１２７　Ԋ（０８８）６３７−７１２８ 

　法務局で取り扱っています供託（地代・家

賃弁済供託等）手続が、自宅や事務所のパソ

コンを利用して、インターネットによるオン

ライン申請が可能となりました。

　また、供託金の納付の方法も、インターネッ

トバンキングやペイジーマークのある郵便局

等のＡＴＭを利用した電子納付が可能となる

など、より利用しやすい制度となっておりま

す。

お問い合わせ◆徳島地方法務局供託課

℡０８８−６２２−４８６７

法務省ホームページ（http://www.moj.go.jp/）

　徳島地方裁判所において、裁判員制度の説

明会を開催します。お気軽に、ご参加くださ

い。事前のお申込は必要ありません。開催当

日に、ご自由にお越しください。

日時◆平成２２年２月１５日（月）

午後２時〜３時３０分

場所◆徳島地方裁判所（徳島町１−５）

大会議室・裁判員裁判用法廷

内容◆裁判員制度等に関する説明・質疑応答、

裁判員裁判用法廷の見学、裁判傍聴

お問い合わせ◆徳島地方裁判所総務課庶務係

℡０８８−６５２−３１４１

上板町成人式について

お 知 ら せ

女性特有のがん検診推進事業について

生　年　月　日年齢

昭和６３年４月２日〜平成 元 年４月１日２０歳

昭和５８年４月２日〜昭和５９年４月１日２５歳

昭和５３年４月２日〜昭和５４年４月１日３０歳

昭和４８年４月２日〜昭和４９年４月１日３５歳

昭和４３年４月２日〜昭和４４年４月１日４０歳

生　年　月　日年齢

昭和４３年４月２日〜昭和４４年４月１日４０歳

昭和３８年４月２日〜昭和３９年４月１日４５歳

昭和３３年４月２日〜昭和３４年４月１日５０歳

昭和２８年４月２日〜昭和２９年４月１日５５歳

昭和２３年４月２日〜昭和２４年４月１日６０歳

国民健康保険加入者のみなさま
特定健康診査の受診はお済みですか？

「全国訪問おはなし隊キャラバン
カー」人権センター来館

中央広域環境施設組合から指名願
いの受付等について

供託の新しい制度〜オンライン申
請・電子納付について

裁判員制度定期説明会開催

徳 島 県 最 低 賃 金

平成21年10月１日から

時間額 円

労働者 みんなの 最賃

6 3 36 3 3
＊特定の産業には特定（産業別）最低賃金が定められています。

徳島労働局労働基準部賃金室（℡088−652−9165）

又は最寄りの労働基準監督署まで

　「広報かみいた」の広

報綴りを無料で配布して

おります。生活に密着し

た企業広告も掲載されて

おり、大変便利ですので、

どうぞご利用ください。

　必要な方は、役場総務課、

人権センター、馬道会館

までお越しください。

■お問い合わせ

　総務課　℡694−6801

広報綴り無料で配布中広報綴り無料で配布中

「必ずチェック 最低賃金！ 使用者も、労働者も」

お問い合わせ先

　これから寒さが一層厳しくなり、給

水栓及び立ち上がり管は凍結破損する

恐れがありますの

で、特に夜間は防

寒布等で保護し、

水道事故を防止し

ましょう。

　なお、転出・転勤等で水道を休止，

廃止，撤去する場合は、申請手続きが

必要です。

水道課から凍結防止の
お知らせ
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所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税ののののののののののののののののののののののののののののの確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告ははははははははははははははははははははははははははははは所得税の確定申告は、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分ででででででででででででででででででででででででででででで書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててててててててててておおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめににににににににににににににににににににににににににににに！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！自分で書いてお早めに！

　平成２１年分の所得税の確定申告は、２月１６日（火）から始まります。申告・納付の期限は３月１５日（月）です。期

限間近になりますと鳴門税務署は大変混雑し、長時間お待ちいただくようなことになりかねません。申告書はできる

だけご自分で記載し、お早めに提出してください。

　また、作成した申告書は郵送でも提出できます。なお、還付申告の方は２月１５日（月）以前でも申告書を提出する

ことができます。
　

○　確定申告をしなければならない人 

１．一般の人の場合

　　配当所得、不動産所得、事業所得、給与所得、退職所得、譲渡所得、一時所得又は雑所得等（源泉分離課税の対

象となる利子所得、配当所得等や確定申告しないことを選択した配当所得及び源泉徴収選択口座を通じて行った上

場株式等に係る譲渡所得等は除きます。）のある人は、これらの所得金額の合計額が基礎控除や扶養控除などの所得

控除額の合計額を超える場合において、課税総所得金額等に対する税額が配当控除額を超えるときは、確定申告し

なければなりません。

２．給与所得者の場合

　　給与所得者の大部分の方は「年末調整」により所得税が精算されますので申告する必要はありません。しかし、

次のような人は、確定申告しなければなりません

　⑴　その年中の給与の収入金額が２,０００万円を超える人

　⑵　１か所から給与を受けている人で、給与所得及び退職所得以外の所得の金額（源泉分離課税の対象となる利子

所得、配当所得等や確定申告しないことを選択した配当所得及び源泉徴収選択口座を通じて行った上場株式等に

係る譲渡所得等は除きます。）の合計額が２０万円を超える人。

　⑶　２か所以上から給与を受けている人で、主たる給与の支払者以外の者から支払を受ける給与の収入金額と給与

所得及び退職所得以外の所得の金額（上記⑵に同じ。）との合計額が２０万円を超える人

　　　ただし、給与所得の収入金額の合計額から社会保険料控除額、生命保険料控除額、地震保険料控除額、障害者

控除額、寡婦（寡夫）控除額、勤労学生控除額、配偶者控除額、配偶者特別控除額及び扶養控除額の合計額を差

し引いた残りの金額が１５０万円以下で、しかも、給与所得及び退職所得以外の所得の金額（上記⑵に同じ。）の

合計額が２０万円以下の人は、確定申告する必要はありません。

　　　なお、上記の⑴、⑵、⑶は、給与等のすべてについて所得税の源泉徴収をされることが前提条件となっていま

すから、給与等について源泉徴収に関する規定の適用がない場合には、上記１によります。

３．退職所得がある人の場合

　　退職所得も、そのほとんどの場合は源泉徴収だけですまされ、確定申告をする必要はありませんが、退職金の支

払を受ける際に支払者に「退職所得の受給に関する申告書」を提出しなかったために２０％の税率で源泉徴収された

場合で、その源泉徴収された税額が正規の方法で計算した税額より少ない時には確定申告をしなければなりません。

　　なお、退職所得を申告しなくてもよい人でも、それ以外の所得について上記の１又は２の場合に当てはまる人は、

退職所得以外の所得については、確定申告する必要があります。

　　上場株式等に係る譲渡損失の繰越控除の特例の適用を受けようとする方は、確定申告が必要です。また、源泉徴

収された所得税の還付を受けるため（給与所得者で雑損控除や医療費控除、寄附金控除、住宅借入金等特別控除を

受ける場合等）に確定申告する場合には、給与所得や退職所得以外の所得についても併せて申告しなければなりま

せん。
　

○　贈与税の申告と納税をお忘れなく 

　平成２１年１月１日から平成２１年１２月３１日の１年間に、個人からもらった財産の価値が１１０万円を超えると、

贈与税の申告と納税が必要となります。

　なお、贈与により取得した財産について、相続時精算課税制度の適用を受ける場合には、申告期限までに贈与税の

申告が必要となりますのでご注意ください。
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○　パソコンで申告書等の作成や確定申告することができます 

　パソコンをお持ちの方は、国税庁ホームページにアクセスしてください。「確定申告書等作成

コーナー」で、申告書等が簡単に作成できます。〔http://www.nta.go.jp〕

　また、インターネットを利用して確定申告をすることができます。このサービスをｅ−Ｔａｘ

（イータックス）といいます。ｅ−Ｔａｘを利用すると次のようなメリットがあります。

○　納税は口座振替をご利用ください 

　申告所得税や個人事業者の消費税は、金融機関や税務署の窓口での納付以外に、金融機関の預貯金口座から納付で

きる振替納税がご利用になれます。

　口座振替による納税は、一度手続きをしていただければ、継続してご利用いただけます。うっかり納期限を忘れて

しまっても安心です。是非、ご利用ください。

　なお、振替納税をご利用の場合、所得税の振替日は４月２２日（木）、消費税及び地方消費税の振替日は４月２７日

（火）です ｡

　所得税の確定申告の時期が近づいてきました。

　本年も、所得が公的年金のみの方及び平成２１年中に居

宅を建築された方等の住宅借入金等特別控除の説明会を

次のとおり行います。

　この説明会は、収入が公的年金のみの方、住宅借入金

等特別控除を受ける方は給与収入のみの方に限り行いま

すので、他の所得と合算される方は除きます。

　なお、該当されると思われる方には、１月中旬から下

旬にかけて役場税務課から通知いたします。

◇公的年金のみの方

　�日時　平成２２年２月１０日（水）　午前１０時〜

　�会場　上板町農村環境改善センター・

　　　　　農事研修室（役場東隣）　

◇住宅借入金等特別控除を受ける方

　�日時　平成２２年２月４日（木）午後２時〜

　�会場　板野ふれあいプラザ

　　　　　（板野西小学校東隣）

【　確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確 定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申 告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告 期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期 前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前 のののののののののののののののののののの 説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説 明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会定 申 告 期 前 の 説 明 会　】

ｅ −  Ｔａｘ       のホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）で事前準備や、詳しい情報がご覧いただけます。
イータックス

�ポイント❶
　国税庁ホームページから直接申告できます！

�ポイント❷
　最高５,０００円の税額控除！

　平成１９年分から平成２２年分のいずれかの年分で１

回、一定条件のもと、 最高５,０００円の税額控除を受

けることができます。

�ポイント❸
　還付金がスピーディー！

　３週間程度に短縮されます。 

�ポイント❹
　添付書類が提出不要！

　一定の種類の提出又は提示を省略することができま

す。なお、申告期限から３年間、添付書類の提出又は

提示を求められることがあります。

�ポイント❺
　税務署が閉まっていても大丈夫 !

　受付システムの利用可能時間内であれば、いつでも申

告ができます。なお、確定申告期間は２４時間申告が

できます。

○　鳴門税務署の申告相談等 

　鳴門税務署（℡６８５−４１０１）では、鳴門税務署１階会議室において、所得税・個人事業者の消費税・贈与税の申

告相談及び申告書の受付を下記のとおり行います。

申告相談・申告書受付期間（土曜日 ･ 日曜日・祝祭日を除く）

平成２２年　２　月１６日（火）　〜　平成２２年　３　月１５日（月）所 得 税

平成２２年　１　月　４　日（月）　〜　平成２２年　３　月３１日（水）個人事業者の消費税及び地方消費税

平成２２年　２　月 １　日（月）　〜　平成２２年　３　月１５日（月）贈 与 税

（注）納税の期限は、それぞれの期間の末日です。
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　平成２１年から平成２５年までに入居し、所得税の住宅ローン控除の適用を受けている方で、所得税から引き切

れなかった額がある場合は、その引き切れなかった額を個人町・県民税（所得割）から控除する制度（住宅ロー

ン控除（住宅借入金等特別税額控除））が創設されました。

　平成２１年１月１日以降に支払を受けるべき上場株式等にかかる配当所得について申告した場合、総合課税と申

告分離課税のいずれかを選択することができるようになり、申告分離課税を選択された場合は、上場株式等の譲

渡損失との間で損益通算を行うことが可能になりました。

　平成２２年度以降の個人町・県民税において、上場株式等に係る譲渡損失の金額がある場合またはその年の前

年以前３年内の各年に生じた上場株式等にかかる譲渡損失の金額のうち、前年以前で控除されていないものがあ

る場合には、一定の要件の下、申告分離課税を選択した上場株式等の配当所得の金額から控除することができま

す（当該上場株式等の配当所得の金額を限度とします。）。

　ただし、申告分離課税を選択した上場株式等の配当所得については、配当控除の適用はありません。

住宅ローン控除を個人町・県民税に適用するには

　個人町・県民税の住宅ローン控除の申告を町税務課にしていただく必要はありません。　ただし、給与

所得者の方が、個人町・県民税について住宅ローン控除の適用を受けるには、毎年１月頃に配付される『給

与所得の源泉徴収票』の『（摘要）』欄に『住宅借入金等特別控除可能額』と『居住開始年月日』が記載

されている必要があります。

　必ずご確認のうえ、記載がない場合は、お勤め先の給与担当部署にお問い合せ願います。

　記載がなければ個人町・県民税に住宅ローン控除が適用されません。

  所得税の確定申告をされる方は、確定申告書に『住宅借入金等特別控除額の計算明細書』を添付し、

税務署に提出してください。

　所得税の住宅ローン控除については、国税庁ホームページ・タックスアンサー№１２１０マイホームの

取得等と所得税の税額控除をご覧ください。

控 除 適 用 額

個人町・県民税の住宅ローン控除額（平成２１年から平成２５年までに入居された方）
＝

⑴　所得税の住宅ローン控除可能額のうち所得税において引き切れなかった額

または

⑵　所得税の課税総所得金額等の額に５％を乗じて得た額（最高９７,５００円）　

のいずれか少ない金額

※この額が０円になる場合は、個人町・県民税への住宅ローン控除の適用はありません。

個人町・県民税の住宅ローン控除
（平成２１年から平成２５年までに入居された方）の創設

上場株式等の配当所得にかかる申告分離課税制度の創設
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控除を受けるための申告が原則不要になりました。
　平成１１年から平成１８年に入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税から引き切れなかった

額がある場合は、申告をせずとも個人町・県民税に住宅ローン控除（住宅借入金等特別税額控除）が適用される

こととなりました。

住宅ローン控除を個人町・県民税に適用するには

　個人町・県民税の住宅ローン控除の申告を町税務課にしていただく必要はありません

　ただし、給与所得者の方が、個人町・県民税について住宅ローン控除の適用を受けるには、毎年１月

頃に配付される『給与所得の源泉徴収票』の『（摘要）』欄に『住宅借入金等特別控除可能額』と『居住

開始年月日』が記載されている必要があります。

　必ずご確認のうえ、記載がない場合は、お勤め先の給与担当部署にお問い合せ願います。

　記載がなければ個人町・県民税に住宅ローン控除が適用されません。

  所得税の確定申告をされる方については、確定申告書に『住宅借入金等特別控除額の計算明細書』を

添付し、税務署に提出してください。                                 

　なお、申告の必要がある場合には、これまでと同様に町税務課へ申告を行っていただき、控除の適用

を受けることができます。

　これは、退職所得・山林所得を有する方、所得税において平均課税の適用を受けている方（平成１１

年から平成１８年までに入居した方）については、新たな住宅ローン控除と税源移譲の経過措置として

の住宅ローン控除とで、控除される金額が異なる場合があるためです。

　申告をされる場合には、毎年３月１５日までに、町税務課へ申告書を提出する必要があります。

※期限までに申告されなかった場合は、自動的に、申告を不要とする新たな住宅ローン控除の適用を受

けることになります。

控 除 適 用 額

個人町・県民税の住宅ローン控除額（平成１１年から平成１８年までに入居された方）

＝

⑴　所得税の住宅ローン控除可能額のうち所得税において引き切れなかった額　

または

⑵　所得税の課税総所得金額等の合計額に５％を乗じて得た額（最高９７,５００円）

のいずれか少ない金額

※この額が０円になる場合は、個人町・県民税への住宅ローン控除の適用はありません。

国民健康保険よりおねがい

　国保財政は、国保加入者皆様方の保険税、国県からの支出金・交付金等で運営されています。ここ数年間医

療費が年々増え続けており財政運営が非常に厳しくなってきています。日頃からの自分の身体へのちょっとし

た心がけ、上手な受診で医療費の節約に努めましょう。

　この時期、寒さも厳しく空気も乾燥していますので、帰宅時はうがい手洗い等を心がけ十分な栄養と睡眠を

とり風邪やインフルエンザなどの予防に心がけましょう。

個人町・県民税の住宅ローン控除
（平成１１年から平成１８年までに入居された方）の改正
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国民年金はすべての公的年金の基礎となるものです。日本国内にお住まいの20歳から60歳

までの人は、公的年金に加入することが法律で義務付けられています。やがて訪れる長い

老後や、生活の安定を損なうような“万が一”の事態に備え、保険料を出し合い、お互い

を支え合う制度です。

20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

○　現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称が変わりますが、年金相談な

どの窓口として引き続きご利用いただけます。また、「年金事務所」は、現在ある社会保険事務所

の建物をそのまま使用しますので、所在地に変更はありません。

○　日本年金機構の設立に伴い、これまで社会保険庁や社会保険事務所の名義でご案内していた各種

の関係書類は、内容により、今後は厚生労働省または日本年金機構の名義でご案内させていただく

ことになりますが、国民の皆様方に何らかの手続をしていただくことは一切ございませんので、ご

安心ください。

○　日本年金機構は、社会保険庁から公的年金の運営業務を引き継いで行うこととなりますが、公的

年金制度は、国の制度として、その財政や運営に国が引き続き責任を持つことについては、これま

でと変わりません。

「日本年金機構」が

今年１月１日からスタート！

に っ ぽ ん

厚生労働省 

日本年金機構 

 

 社会保険庁 廃 止

公的年金の運営業務 

公的年金の
財政責任・運営責任 

平成22年１月１日

〜社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタートします。〜

国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上の実現を目指し、

社会保険庁は組織・人員を一新し、「日本年金機構」として生まれ変わります。

「日本年金機構」が

今年１月１日からスタート！

「日本年金機構」が

今年１月１日からスタート！
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保健行事予定表　１月〜３月

Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　　　　当内　　　　　　容場　　　　所時　　　　間月／日

保健師個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０１／５

保健師・理学療法士個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０２／２

保健師個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０３／２

Ⅱ．乳幼児健康診査

　１．乳児健康診査 

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H２１年３月・４月・９月・１０月生問診・身体計測・内科診察・育児相談農村環境改善センター１３：１５〜１４：３０２／１０

　２．１歳６カ月児健康診査

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H２０．６．１生〜 H２０．８．３１生
問診・身体計測・内科・歯科診察・歯
科相談・栄養・育児相談・聴力検査

農村環境改善センター１３：００〜１３：３０２／４

　３．３歳児健康診査

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H１８．８．１生〜H１８．１０．３１生
問診・身体計測・尿検査・歯科診察・
歯科相談・内科・栄養・育児相談

農村環境改善センター１３：００〜１３：３０３／２４

Ⅲ．予防接種

　１．集団接種

　　１）ポリオ

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

生後３月から９０月までに２回接種ポリオ投与農村環境改善センター
１３：３０〜１４：３０１／２０

１３：３０〜１４：３０３／２６

　　　「徳島県予防接種広域化」により、子どもの予防接種については、上板町内の医療機関に加えて、町外にかかりつけ医が

あるなど、町外医療機関での個別接種を受けることができます。（一部実施していない医療機関がありますので、主治医に

お問い合わせください。）

　　　予防接種の対象者には、個人通知をいたしますので通知が届いたら、保護者の方は、医師と相談して接種計画を立てて

受けてください。

　　　個別接種の内容　　ＢＣＧ・百日咳ジフテリア破傷風混合・ジフテリア破傷風混合

　　　　　　　　　　　　麻疹風疹混合（または、麻疹・風疹）・日本脳炎

　２．個別接種

新型インフルエンザワクチン接種について

接種場所について

内科、小児科、産婦人科等の医療機関で受けられます。接種を行っていない医療機関もありますので詳しく

はかかりつけの医療機関または、福祉保健課にお問い合わせください。

接種費用について
接種費用は実費を徴収させていただきます。２回接種の場合、全国一律で１回目＝3,600円、２回目＝2,550円

（１回目と異なる医療機関で接種する場合は3,600円）となります。上板町は生活保護、町民税非課税世帯及

び妊婦、１歳から高校生相当年齢対象者に対して、費用負担の軽減を実施いたします。

①　生活保護、町民税非課税世帯の方は、全額免除です。

②　上記以外の妊婦および、１歳から高校生相当年齢対象者の方は、１回目＝1,800円、２回目＝1,300円を

補助します。

詳しくは役場福祉保健課（☎６９４−６８１０）にお問い合わせください。

保健行事予定に関するお問い合わせ先　　役場福祉保健課（☎６９４−６８１０）
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お 誕 生 お め で と う
（平成21年８月〜平成21年10月誕生まで）

阿部さん町長表敬

　昨年11月27日（金）に千松自動車教習所で開催された、

実技と学科の総合得点を競う高齢者自転車安全運転競技

大会において、上板町老人クラブ連合会が見事優勝しま

した。出場選手は次の方々です。

　雲財　正己さん、樋口　　勉さん、蛭子　仙二さん、

　犬伏嘉太治さん、影山　勝雄さん、亀井トシ子さん、

　本浄　久夫さん、前田　和子さん　（順不同）

町民が世界で大活躍

　阿部八千代さん（上板町西分）は、台湾で開催

された第21回夏季デフリンピックのテニス混合

ダブルスで、銅メダルを獲得されました。ロー

マ大会、メルボルン大会に続き、三大会連続で

のメダル獲得となりました。

　また、同大

会の成績優秀

者として、厚

生労働大臣表

彰もうけられ

ています。

（10月5日　町長室にて）

　農林水産省では、２月１日

現在で「2010年世界農林業

センサス」を実施します。

　農林業センサスは、農林業

の実態を明らかにし、国や都

道府県、市区町村はもちろん各方面にわたり、

広く利用できる総合的な統計資料を得るた

めの調査です。

　全国の農家や林家をはじめ、すべての農

林業関係者を対象に行われ

る『農林業の国勢調査』と

もいうべきものです。

　皆様のお宅や会社等に調

査員が調査に伺いましたら、

ご協力をお願いします。

統計調査にご協力ください

（2010年農林業センサス）
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